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対象者を N-back 課題群 10 例、選択抹消課題群 13 例の 2 群にランダムに振り分け、はじ
めにベースラインとして主観的評価である痛みの強度（NRS）、破局的思考（PCS）、不安・
抑うつ（HADS）、自己効力感（PSEQ）、主観的幸福感（SUBI）を測定した。その後神経生理
学的評価として、前頭前野（OxyHb）測定に fNIRS（functional Near-Infrared 
Spectroscopy）、大脳辺縁系の測定に GSR（galvanic skin response）を装着し、圧痛閾
値の PPT、上行性神経経路の評価に TS（Temporal summation）、下行性疼痛抑制機構の評





結果：痛みの主観的評価のベースラインは、2 群間で有意差はなかった。 2 群間を比較
し、N-back 群は、NRS4、PCS20.1 点（反芻 12.1 点、無力感 6.1 点、拡大視 4.4 点）、
HADS-A5.2 点、HADS-D8.1 点、PSEQ32.7 点であった。選択抹消課題群は、NRS3.8、
PCS21.8 点（反芻 12.2 点、無力感 5.3 点、拡大視 4.4 点）、HADS-A4.3 点、HADS-D6.8
点、PSEQ33.5 点であった。2 群間に差はなかった。 
神経生理学的機構の評価は、N-back 群は、TS1.3、CPM0.2 であった。選択抹消課題群
は、TS1.3、CPM-0.3 であった。CPM で有意に選択抹消課題群が、下行性疼痛抑制機構を賦
活した。選択抹消課題群の前後比較では、NRS が有意に低下したことから、痛みの感覚が
抑制された。 
考察：結果より、選択抹消課題群は、CPM を賦活した。本研究では、主観的評価に差がな
かったが、選択抹消課題群で下行性疼痛抑制機構が賦活された。また、選択抹消課題群の
前後比較では、痛みの感覚が抑制された。すなわち、眼窩前頭前野と背外側前頭前野を働
かせる課題は、痛みの抑制に関わると考えられた。今回の対象は、慢性疼痛患者であり、
痛みは情動的要因が強いとされ、眼窩前頭前野を含め背外側前頭前野が賦活する選択抹消
課題群で痛みの改善が見られた可能性が示唆された。  
結論：選択抹消課題群は、脳機能トレーニング効果として眼窩前頭前野と背外側前頭前
野を賦活させる。感情認知に関わる眼窩前頭前野の活動を高めることは脳機能局在を踏ま
え、慢性疼痛患者の感情認知をターゲットとした脳機能トレーニングとして効果的であっ
た。 
 
